
                                     Master-Template の説明  

 
1

1-1, Master-Templte データの説明 

 

はじめに 

本ドキュメントは Altium Designer CAD でパターン設計をおこなうために、設計の流れに基づき 

説明を記載しています。 

また、Master-Templte データの説明、及びこのデータをコピーして実際の設計運用に使用することを 

目的としています。 

 

データーについて 

Master-Templte （エクスプローラで表示） 

 

Altium Designer で表示 

   1 つのプロジェクト内に収納される 
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Libray-Check 

 

 

 

ライブラリーチェック用 PcbDoc 

 

 

Maintenance 

 
プリファレンスで設定した内容を保存しておく 

違うパソコンで作業をおこなう場合、このデータを読込むことで環境が同じになる。 

出力方法は別の章で説明する。 

 

 

Netlist 

 

SCH のデータが無い場合、ネットリスト収納場所  
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OutJob 

     

    ライブラリーチェックシートの出力(PDF)や校正用のパターン図・配置図の出力(PDF) 

   ガーバー一式(ガーバー・ドリル・マウントデータ)の出力するためのデータ 

   出力方法は別の章で説明する。 

 

Pcb-Library 

     

   PCB ライブラリーデータ 

    Company               ユーザー指定のライブラリー 

        Connector       コネクターのライブラリー 

        General        その他のライブラリー 

        IntegratedCircuit   IC のライブラリー 

 

Schematic 

     

  SCH 回路図データ 

 

  Sch-Library 

     

 SCH 回路図ライブラリーデータ 
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Master-2Layer.PcbDoc    2 層用 PCB データ 

 

  Master-4Layer.PcbDoc    4 層用 PCB データ 

 

  Master-6Layer.PcbDoc    6 層用 PCB データ 

 

  Master-Template.PrjPcb       PCB プロジェクトデータ 

 

 

Master-Templte をコピーして実際の設計運用に使用する方法（例４層） 

 

Master-Templte をエクスプローラで開き、設計案件の層数以外を削除 

 

 

OutJob 
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Altium Designer で Master-Template.PrjPcb を開く 

赤印の PrjPcb の上にカーソルを移動して右クリック 

プロジェクトに名前をつけて保存 をクリック 

 
 

 

 

名前を変更し保存 
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次に PcbDoc の上にカーソルを移動 右クリック   

名前を付けて保存 

 
 

 

 

名前を変更し保存 
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PrjPcb  PcbDoc の名前が変更される。 

 
 

 

Master-Template のデータは以下で説明する内容が盛り込まれている状態のデータです。 

ファイルをコピーして、PrjPcb、PcbDoc の名前を変更するだけで直ぐに設計作業を 

始めることが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


